
試験分野  1 :  コース事前準備 

試験分野 1A: 学習目的を検討
し、受講者と組織のニーズに対

応する 

スキル: 混乱や抵抗感を生じさせないための補足情報を研究する 

受講者の現在のスキルレベルを適切に評価し、受講前提条件と比較する 

組織のニーズに見合う学習成果達成のために何が必要かを判断する 

受講者ニーズの評価結果を学習目的と比較して、分析する 

オリジナルコース設計を維持しながら教材を調整して、受講者または組織の特別なニーズに対応する 

スコア 4 3 2 1 

スコア別、資格志願者パフ

ォーマンスの例 
受講者一人一人に関する徹底

的な評価と詳しいコメントを

提供している 

 

ニーズ評価に基づくモジュー

ルの修正点を、学習目的及び受

講者それぞれの知識またはス

キルレベルに結びつける 

受講者のニーズ評価結果の証

拠を提供している 

 

授業の修正点を説明したり、あ

るいは修正をしない適切さを

示す 

 

学習目的をニーズ評価の結果

に結びつける 

 

適切なニーズ評価の証拠がほ

とんどあるいは全く示されて

いない 

 

学習目的をニーズ評価に結び

付けていない 

 

無関係な、または不適切、不正

確な意見を述べる 

  

書類が完成していない 

試験分野 1B: 学習効果を高め
る環境を築く 

スキル: コース開始前に受講者に内容を連絡する（例：コース案内、確認事項、コースの説明または内容、受講前提条件と

受講前の課題） 

受講者及び組織の特別なニーズに従い、用意された場所の設定を変更する 

コースの時間配分や詳細内容を把握する（例：休憩時間の予定、食事の手配、実習、教室外のアクティビティ） 

実習で使用するツールと機器の設定や操作方法を確認し、すべての実習が予定通り完了できるようにする 

緊急時の非難手順の確認など、安全な学習環境を確立する 

学習環境が快適であるかを受講者に確認する 

予期せぬことが起きた場合に備え非常事態計画を準備しておく 

スコア 4 3 2 1 

スコア別、資格志願者パフ

ォーマンスの例 
教室の設定や機器の利用が学

習成果や受講者のニーズにど

のようにつながるか説明を含

んでいる 

 

教室や機器の設定にトレーナ

ーがどのように関わったか十

分に説明する 

 

コース開始前の資料に基づい

て、受講者にとってチャレンジ

となりうる点の詳細な分析を

行う 

インストラクターが受講者の

ために適切な環境作りを行っ

たことがわかる 

 

教室や機器の準備が授業用に

整っていることを確認する手

順を説明している 

 

コース開始前の資料に基づき、

予測される受講者からの期待

について記述する 

教室や機器の設定の説明やそ

の準備が十分であるか判断す

るプロセスの説明が限定的で

ある 

 

受講者のニーズに教室設定を

合わせた証拠がほとんどない 

 

コース開始前の資料や、それが

コース計画に与える影響につ

いてほとんど説明がない 

無関係な、または不適切、不正

確な意見を述べる 

  

書類が完成していない 



試験分野   2  :   教授法と教育媒体 

試験分野 2A: トレーニング形式
の選択と実施 

スキル: コース作成者が意図するトレーニング方法を使用する  
幅広い学習スタイルに対応するようにトレーニングを最適化する  
教材、受講者、状況に応じて複数のトレーニングテクニックを用いる  
様々な方法でコース内容を整理し、紹介する（比較と対照、段階的な説明、長所と短所） 
コース目標に合った学習アクティビティを特定し、実行する 
参加形式のアクティビティを行った時、受講者の満足度を観察する  
適切な例え話、実話、実例、ユーモアを取り入れて、受講者の興味を喚起し理解を高める 
受講者が適度な間隔で学習内容を復習し、応用できるようなアクティビティを取り入れる 
 
 
 

スコア 4 3 2 1 
スコア別、資格志願者パフォ
ーマンスの例 

一つの指導アクティビティから
次のアクティビティへと継ぎ目
なく移る 
 
計画したアクティビティを通し
て多数の学習スタイルを扱う 
 
逸話、ストーリー、例、ユーモア
を効果的に使用する 
 

様々な教授法を用いる 
 
受講者をクラスに引き付けるよ
うな練習問題を用いる 
 
受講者それぞれの異なる学習ス
タイルを認識している 

限られた種類の教授法を利用す
る 
 
参加型練習問題を用いていない 
 

一つの教授法しか用いない 
 
受講者の関心をひきよせていな
い 
 
無関係のアクティビティを提供
する 

試験分野 2B: 教育媒体の使用 スキル:  学習目標を達成し、受講者のニーズに対応する各種媒体を使用する 
それぞれの媒体に関わる簡単な問題を処理する  
必要に応じて、学習環境の機能向上や別の媒体の使用を図り、また媒体を新しく作成する 

スコア 4 3 2 1 
ツールや配布物、ホワイトボー
ド、テクノロジー等の中から、し
かしそれらに限らなくとも、少な
くとも2つの異なるタイプの媒体
を適切に使う 
 
一つの媒体を非常に効果的に利
用する 
 
 

不適切、不正確に媒体を使用する 媒体を使わない  スコア別、資格志願者パフォ
ーマンスの例 

様々な媒体の利用をスムーズに
つなげる 
 
それぞれの媒体を巧みに利用す
る 

   



試験分野   3 : インストラクターの信頼性とコミュニケーション 

試験分野 3A:  プロフェッショナ
ルな行動と知識を示す 

スキル:  全ての受講者に対し常に同じ態度で接する  
コース内容に対する自身と熟練度を示す 
知識やスキルなどを職場で生かすための事例を受講者に示すだけでなく、受講者からも引き出す 
専門外のトピックに関する受講者の質問に適切に対処する 
肯定的な雰囲気を保ち、トレーニングテームの他のメンバーやトレーニング教材を批判しない 

 
スコア 4 3 2 1 

スコア別、資格志願者パフォ
ーマンスの例 

内容に関する専門知識を受講者
の質問と統合する 
 
受講者の質問に対し、複数のしか
し明確な例を上げ、しばしばそれ
らを受講者一人一人に対して特
有な例にする 
 

メモやコーステキストを、受講者
のアクティビティに関連すると
きだけ、まれに参照する 
 
関連のある例を上げて受講者の
質問に効果的に答える 

コース内容を伝えるために頻繁
にメモを参照する 
 
受講者の質問に対し、無関係、不適切

な回答をする 

 

トレーニング教材から直接読む 
 
コース立案、トレーニングの同
僚、組織、または受講者自身に関
してネガティブな批評をする 

試験分野 3B: 学習効果を高める
コミュニケーションスキルとプレ
ゼンテーションスキルの使用 

スキル: 言葉を正確に発音し、適切な文法と構文を使用する  
抑揚をつける、強調する、間を取る等の方法で重要な項目を明確に説明する 
偏見のない言葉及び言葉以外のコミュニケーションを実践する（例：性別、人種、宗教、文化、年齢） 
学習効果を高めるために、有効なボディランゲージを使用する 
注意をそらす動作を控える（例：手の中で物を遊ばせる、ポケットの小銭を鳴らす、体を無意味に動かしたり、歩き回ったりす
る） 
ボディランゲージ及び言葉以外のコミュニケーションテクニックを用い、受講者の注意力散漫を防ぐ 
コース概要、コース詳細、セッションの要約を適宜使用して、受講者を正しい方向に導き、学習の重要ポイントに結びつける 
 

スコア 4 3 2 1 
スコア別、資格志願者パフォ
ーマンスの例 

自然で、継ぎ目なく、また骨を折
らずにたやすく、重大なポイント
を強調し明確にする 
 
コース内の一つのポイントから
次のポイントへ受講者が移るの
を手伝うために明確なストラテ
ジーを提示する 
 
受講者の関心を引き付けるため
に、適切なアイコンタクトを含む
ボディランゲージを使う 

コースの概要を説明する 
 
ポイントを適切に要約する 
 
コース内容の伝達の点から考え、
自分を適切な場所に置く 

コース内容の流れをほとんど説
明しない 
 
ほとんどあるいは全くわからな
い間に、新しいトピックスに移る 
 
静止した状態でいるか、非効果的
ボティランゲージまたは動きを
する 
 
学習の妨げになるような間違っ
た文法や言葉を使う 

始めや結びの挨拶のような構成
用語を使用しない 
 
コンピュータ･コンソールに座っ
て動かない 
 
不適切なまたは人を罵倒するよ
うな言葉を使う 

     

 



試験分野   4 : グループの円滑化 

試験分野  4A: 受講者中心の
環境作りと環境維持 

スキル:  期待を持たせる方法でトレーニングを開始する  
コース予定を受講者に説明する 
コース設計で指定されている学習目標を明確に説明する 
受講者の個人的な目標や期待を把握する 
学習目標と受講者の期待の間に相違がある場合は、調整する 
学習を促進する環境を作り、設定された学習目標を目指す 
偏見、ひいき、批判のない学習環境を作り、受講者全員の有意義な参加を促す 
受講者のニーズに基づいて、学習目標に向けてコースを進める  
受講者が、開始時点、中間点、終了時点における目標を把握し、達成するための機会を与えて支援する 
個人の権利を尊重する交流を促し、本題から外れたら元に戻すなど、肯定的な方法でグループダイナミクスを促進す
る 
個々の受講者に自信を付けさせるとともに、学習目標の達成を目指し、他の受講者との共同作業や相互学習の機会を
作る  

受講者の注意力の散漫さに対し、穏やかに注意を喚起する 

スコア 4 3 2 1 

スコア別、資格志願者パフ
ォーマンスの例 

全授業を通して学習目的とア
クティビティ及び内容とが明
確に関連付けられている 
 
受講者の参加を維持すること
に常に焦点を置いている 
 
グループダイナミクスに全て
の受講者が関わる機会をつく
る 
 
学習目的を達成するよう時間
調節を効果的に行う 
 
授業の目的を伝達する 
 
授業に受講者を参加させる 
 
学習目的達成を図るアクティ
ビティを利用する 
 
 

アクティビティの時間調節は
考慮されているが、効果的な時
間配分バランスがとれていな
いことがビデオに終始見られ
る 
 
 

全受講者をアクティビティに
参加させていない 
 
授業の中心が講義になってい
る 
 
授業の中心がインストラクタ
ー主体のデモンストレーショ
ンになっている 
 
時間を無駄に使う 
 
授業がほぼインストラクター
中心である  
 
 
 
 
 
 
 

学習目的を達成していない 
 
授業が全てインストラクター
中心に行われている 

 

 



 

試験分野 4B:  様々な質問形
式とテクニックの使用 

スキル: 積極的に聞くテクニックを使用して、受講者の努力を認めて理解する  
様々な質問形式とレベルを使用して、受講者の学習意欲や積極性を引き出し、習得状況を観察する 
受講者が学習内容を思い出し、応用できるような質問を使用する  
状況に合わせて適切に質問する  
受講者がディスカッションに参加できる機会を作る 
受講者が自問自答することを促すアクティビティを取り入れる 
 

スコア 4 3 2 1 

スコア別、資格志願者パフ
ォーマンスの例 

 

受講者から一言以上の答えを
引き出すために幅広いオープ
ンエンド･自由解答形式の質問
を使う 
 
受講者からの質問の方向を変
えて、ディスカッションツール
に利用する 
 
受講者の反応を促すために、フ
ォローアップ形式の質問を用
いる 
 
全ての受講者を参加させる 
 

オープン･クローズ形式の質問
を用いる 
 
出された質問に受講者が回答
する時間を適度に与える為、し
ばらく待つ 
 
受講者が質問や回答をしやす
い環境をつくる 
 
アクティブ リスニング技法
を使用する 

yes-no クエスチョンのみ用
いる 
 
学習内容にふれる質問をしな
い（『わかりましたか｡』とだけ
尋ねる） 
 
受講者が質問に答える時間を
与えない、または自身で質問に
答えてしまう  

質問をしない 
 
受講者が質問をする機会を与
えない 
 
受講者の質問や返答に対し、け
なしたり、いやみを言ったり、
マイナスなコメントをする 

試験分野 4C:  追加説明や励
ましを必要とする受講者のニー
ズに応える 

スキル: 受講者の言葉及び言葉以外のコミュニケーションを理解して確認し、説明やフィードバックを必要とする受講者を見
分ける 
説明やフィードバックを必要とする受講者に対する回答の方法と時期を判断する 
受講者のニーズに合ったフィードバックを与える 
インストラクターの応答が適切であるかどうか受講者からフィードバックを引き出す  
 

スコア 4 3 2 1 

スコア別、資格志願者パフ
ォーマンスの例 

受講者の理解度を確認するた
めに態度を常にチェックする 
  
確認を要する受講者のニーズ
に対し明確に回答したり、また
はそれを予想する 
 
受講者が内容をはっきりと捉
えられていない場合、別のアプ
ローチから説明する 

迅速かつ効果的に受講者の質
問に回答する 
 
受講者が説明を求める機会を
作る 
 
説明を求めた受講者をしっか
り受けとめる 

受講者の質問に効果的あるい
は迅速に回答しない 
 
説明を求めている受講者をさ
えぎる 
 
説明やフィードバックを求め
るよう受講者を促さない 
 

受講者を無視する 
 
受講者からの質問を簡単に片
付ける 



 

 
試験分野 4D: 受講者の学習意欲
の向上と強化 

 
スキル:  受講者と所属組織のニーズ及び目標を達成するように励ます  
個々の受講者に適した学習意欲を持たせる方法を判断し、適用する 
トレーニング強化テクニックを計画して、使用する 
 

スコア 4 3 2 1 
スコア別、資格志願者パフォー
マンスの例 

授業の間終始、受講者、学習目的、
組織の目標を結びつける 
 
受講者の発言を取り上げ、授業を
発展させるために活かす 
受講者を刺激するために、様々な
ストラテジーを使用する 

ディスカッションに受講者の参加
を促す 
 
授業の目標を仕事上で関連するこ
とにつなげる 
 
新しい授業内容を受講者の知識に
関連付ける 
 
受講者の意見を適切に受けとめる 
 

受講者全員の注意を引き付けられ
ない 
 
受講者をほとんど励まさない 
 
受講者の達成または組織のニーズ
にほとんど関連づけない 

学習意欲を向上させる方法を用い
ない 
 
学習意欲を損なう 
 

 

 



試験分野   5  :  トレーニングの評価 

試験分野 5A: トレーニングの
全過程で受講者の達成度を評価
する 

スキル: トレーニング中に受講者の進捗を観察する  
一般的測定原則に基づいた適切な評価の開発、選択、及び管理を行う 
受講者の知識習得と技術伝達を示す、客観的な情報と主観的な情報を収集する 
学習目標と受講者の達成度を比較する 
別のトレーニングまたはリソースを提案することにより､学習目標の達成を支援する 

スコア 4 3 2 1 
スコア別、資格志願者パフ
ォーマンスの例 

観察や質問、受講者の応答また
は意見を通して、受講者を常に
評価する 
 
授業中終始、多数の評価･査定
ツールを用いる 

受講者による知識の取得度を
測るために、質問やグループデ
ィスカッションを効率的に利
用する 
 
評価結果を用いて、授業の続き
部分を調整する 
 
受講者一人一人が アクティビ
ティを上手く行っているか評
価するために、教室内を歩く 

受講者が取得した知識やスキ
ルを示すが限られている 
  
受講者がアクティビティを上
手に行っているのが、ビデオで
見られない 

受講者による知識の取得度を
測っていない 

試験分野 5B: インストラクタ
ーの能力と教え方の評価 

スキル :コースの途中で加えられた変更を含め、コース設計を評価する  
トレーニングの準備と実践に関してインストラクター自身を評価する 
トレーニング以外への影響を評価する 
トレーニングの効果が学習目標にそっていたかどうかを評価する 
評価結果を活用して、次のトレーニングのために自分の能力を把握し、向上させる 
コース終了時点に得た情報をまとめた報告書を準備する 
必要に応じて、既存の教材の改定や変更、および新しいプログラムやトレーニングを提案する 
学習環境と物理的な環境についての情報を報告する 
契約書または依頼に基づいた契約書を受講者に提出する 
 

スコア 4 3 2 1 
スコア別、資格志願者パフ
ォーマンスの例 

コース、インストラクター、受
講者及び組織の観点から、ビデ
オ提出全体を洞察し反省する 
 
（その反省に関し）ビデオから
特定の証拠を取り上げる 

ビデオ内のアクティビティや
受講者の行動を確認すること
により、学習目的がどのように
達成されたか解説する 
 
学習目的が達成されたことを
確認するために使用されたツ
ールを説明する 
 
インストラクターのふるまい
で成功した点と失敗した点を
説明する 
受講者のニーズに合うように
モジュールが修正された場合、
修正の成果を評価する 

学習目的の達成に対し、表面的
または不完全な記述をする 
 
ビデオで注目すべき態度にコ
メントしていない. 

無関係、または不適切、不正確
なコメントを述べる 
  
書類が完成していない 
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